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PIARC TC2.3
国内委員会

本日の報告内容

1. はじめに

2. 今タームにおける活動状況と今後の予定

3. 日本のミッションをもとに、昨今の日本の道路施策と関連させて、
国内の道路関係者にとって有益と考えられる内容

4. 国際比較を意識した上での各委員会活動における日本の強みや
弱み

5. 日本として狙っていくべきアウトプット

6. その他
• 組織体制（議長、参加国）
• 会議スケジュール等



PIARC TC2.3
国内委員会１．はじめに

本TCにおける日本のミッション
•貨物車交通に関する効率的かつ安全なインフラおよび運用、並び
に環境にやさしい道路貨物輸送について、諸外国の取り組み事例
の情報収集

•国内の取り組み事例の情報の収集、PIARCの会議および出版物
を通じた発信、および日本を含めた国際比較を通じた、わが国の
課題と対応策の検討

日本委員
• 委員： 味水、今西芳一氏((株)公共計画研究所 首席研究員)

→ 早川、今西芳一氏((株)公共計画研究所 首席研究員)

• 若手技術者： 稲庭 暢氏((株)公共計画研究所 主任研究員)

• 連絡委員： 遠藤由梨氏(国土交通省道路局企画課道路経済調査室 企画
専門官)



PIARC TC2.3
国内委員会２．今タームにおける活動状況と今後の予定

活動状況：2つの研究課題を設定し、取り組み中(研究課題を構成するトピックご
とにプロジェクトマネージャーを設定、赤字：日本委員主導・関与)

•研究課題1：貨物輸送のための効率的で安全な道路インフラと運用
(リーダー：ニュージーランド委員)
• Emerging technology, Road freight hubs and corridors, Phased network 

improvement, Relay trucking, Freight access, Automated Transport

•研究課題2：環境にやさしい貨物輸送
(リーダー：中国委員)
• Urban freight, Cost reduction, Level of service delivery, Efficient Indicators, 

Digitisation of freight movements

今後の予定(研究課題1の場合)

• Preliminary research：2024年12月、Case studies：2025年9月、
Finalize Report:2026年3月



PIARC TC2.3
国内委員会

３．日本のミッションをもとに、昨今の日本の道路施策と関連させて、
国内の道路関係者にとって有益と考えられる内容

国外の取り組み事例の情報収集(主に諸外国における政策課題)

•米国・欧州：貨物輸送戦略(運輸・物流 ⇔ 経済全体 ⇔ 効率性) 
•米国・欧州：物流におけるコリドー(国際・国内・地域・地方)
•欧州: トラック休憩施設
•ワークショップ : 諸外国における政策課題

国内の取組みの発信、国際比較を通じ、わが国の課題と対
応策の検討
(以下のテーマは日本委員がプロジェクトマネージャー)

•中継輸送の拠点整備
•自動物流道路の取組み

•段階的道路網整備



PIARC TC2.3
国内委員会

３．日本のミッションをもとに、昨今の日本の道路施策と関連させて、
国内の道路関係者にとって有益と考えられる内容

国外の取り組み事例の情報収集(主に諸外国における政策課題)
ワークショップで
① PIARC / AustRoads 概要
② 国家貨物輸送戦略 (EU・US)
③ 高速WIMによる直接取締りに関する欧州のケーススタディ (EU)
④ 道路利用者課金 (NZ)
⑤ 休憩施設 (AU)
⑥ 橋梁構造評価の自動化 (AU)
⑦ 資産管理データ標準/ネットワークモデル (AU)
⑧ 橋梁における重量超過・寸法超過車両の緩和 (EU)
⑨ 橋梁上の大型車 (NZ)
⑩ 都市物流 (AU)



PIARC TC2.3
国内委員会

３．日本のミッションをもとに、昨今の日本の道路施策と関連させて、
国内の道路関係者にとって有益と考えられる内容

豪州:トラックテレマティクス複数社の走行データで
交通状況をモニタリングできる仕組み。

チェコ・ハンガリー・ワロンでWIMの取締りを運用中、
フランス・ドイツなど導入計画あり。

フランス:
SETO project, 2023-2026



PIARC TC2.3
国内委員会

３．日本のミッションをもとに、昨今の日本の道路施策と関連させて、
国内の道路関係者にとって有益と考えられる内容

EUではトラックの車両総重量が増加傾向にあり、橋梁建
設から平均86年経過➔過積載による橋梁の崩壊。2024年4月よりEVも走行距離課金

ニュージーランドでは、1978年から走行距離課金
を導入している。2012年電子式RUCを導入。
2026年にはステッカーを廃止して電子式RUCに一
本化する法令改正を進める。

オーストラリアでは、大型車の通行許可を自動発行する
HVSAPS(大型車・構造評価許可システム)を開発中。



PIARC TC2.3
国内委員会報告書ドラフトの目次

中継輸送

段階的道路網整備

自動物流道路

物流コリドー

各国の物流戦略

トラック休憩施設



PIARC TC2.3
国内委員会報告書4.1 物流コリドー

米国は、カナダとメキシ
コなど国を跨るコリドー
と州を跨るコリドーがあ
る

欧州は、欧州連合の
TEN-Tネットワークがあ
る

南アメリカは、 4 か国 (ブラ

ジル・パラグアイ・アルゼンチン・チ

リ) を横断するカプリコーン
生物海洋回廊がある。

道路コリドーは、トラック貨物輸送を費用対効果が高いインフラ

物流は、産業の円滑な運営と経済成長を可能にする、生産拠点・物流ハブ・国
際ゲートウェイ間の重要な接続



PIARC TC2.3
国内委員会報告5.1 トラック休憩施設

トラック駐車場を設計する際、効率的な駐車密度を確保するために幾何学的特
性を考慮した事例。
オーストリア・ASFiNAG社は駐車場と休憩所の技術計画マニュアルがある。

ヘリンボーンドライブスルー駐車場
出発時刻に基づいてトラックを仕分ける
インテリジェントな小型トラック駐車場



PIARC TC2.3
国内委員会報告書5.6 自動物流道路

物流の課題
• トラック運転手の不足:日本の少子高齢化と人口減少、ドライバー
の平均年齢が他の業界に比べて高く、労働力の急速な減少が予
想され、構造的な物流危機に直面。

•カーボンニュートラルへの取り組み: 2050年のCN達成目標、運輸
部門のCO2排出量は約20％を占め、そのうち物流部門は45％を占
めている。 など

新たな「オートフローロード」構想
•コンセプト: 「道路空間を活用した専用空間の創出」と「デジタル技
術を活用した無人・自動運転による物流」

•無人・自動運転を実現し、インフラの24時間稼働を実現



PIARC TC2.3
国内委員会報告書5.6 自動物流道路

国土交通省が2025年に「オートフローロード」最終取りまとめを公表

• 役割 : 物流システム全体の最適化、物流モードのシームレスな統合、
カーボンニュートラルの実現

• 物流システム全体の最適化

① 自動化の標準化：パレットとデータを標準化して物理的なインターネットを実
現し、物流全体を最適化。

② 柔軟な輸送計画：オートフローロードの24時間365日稼働、小口輸送、バッ
ファリング機能を活用することで、トラック輸送需要を平準化し、予測需要に
基づいてオートフローロードで貨物の事前配置を可能にし、輸送計画の柔
軟性を高め、リードタイムを短縮。

③ 業務改革・労働環境改善： 「夜間にトラックで輸送し、翌朝に配達する」と
いった業務改革や、トラックの位置情報とハブ機能の連携による待ち時間
短縮などにより、ドライバーの作業負荷を軽減。



PIARC TC2.3
国内委員会報告書5.6 自動物流道路

「オートフロー道路」における幹線道路に必要なインフラ

• インターチェンジ（IC）、ジャンクション（JCT）、サービスエリア（SA）、
パーキングエリア（PA）などで一般交通との交差に対応

• 地下埋設物や地上構造物の移設、構造物間の接続部における標
高調整や線形変更、特に橋梁区間では既存橋の拡幅に伴う橋脚や
基礎の大規模な補強が必要

             

     

      

             

           

                         

図4：道路空間利用のコンセプト



PIARC TC2.3
国内委員会報告書5.6 自動物流道路

「オートフローロード」の効果

• 今後不足する輸送量の約8～22％をカバーし、人手不足などで対応
できない貨物輸送を補完

• カバーできるドライバー労働日数は約2万～5万7千人日、削減でき
るCO₂排出量は240万～640万t-CO₂/年と試算

「オートフローロード」の未来像



PIARC TC2.3
国内委員会報告書5.6 自動物流道路

研究方法
•TCメンバー国を対象としたアンケート調査による情報収集
•アンケート（概略把握）：2025年2月に実施

Q1: 貴方の国で類似したプロジェクトはあるか ➔なし(3ヵ国)

Q2: 他国で類似したプロジェクトはあるか ➔ヒースロー空港とマスダールシティ
の自動ポッド(短距離シャトル)

Q3: 自動物流システムを実現するために考慮すべき点
➔ 物流の要因

内部
要因

建設とエンジニアリング、コストと資金調達、長期的な実行可能性、リスク管理と
安全性、輸送距離、貨物の安全性

外部
要因

社交 社会受容と社会的影響

インフラス ト ラ ク
チャー

既存のシステム、インフラストラクチャ、およびスペース容量
との統合

環境 環境問題、地域の地理的条件、気候
テクノロジー 技術的な複雑さ



PIARC TC2.3
国内委員会

４．国際比較を意識した上での各委員会活動における日本の強みや弱み
５．日本として狙っていくべきアウトプット（技術基準等）

「持続可能な貨物輸送」を取り巻く状況は国ごとに大きく異なる
•環境、道路保全、効率性、通過交通、財源確保、自然災害・軍事

日本にとっての「持続可能な貨物輸送」問題
•労働：「物流の2024年問題」を背景としたトラックドライバー不足へ
の対応

•環境：カーボンニュートラルの実現 など
•施策：総合物流施策大綱

日本が目指すべきアウトプット
•中継輸送の拠点整備の社会実験の発展に資する知見の収集
•車両の大型化を考慮した道路整備の考え方の国際比較の整理

•日本発の持続可能な貨物輸送としての「自動物流道路」の発信と
その開発に資する知見の収集



PIARC TC2.3
国内委員会６．その他

組織体制（議長、参加国など）

• 議長：QUOY Olivier(フランス)

• 主な参加国(第4回Plenary Meeting出席者)：フランス、米国、ニュージーラン
ド、南アフリカ、日本、ドイツの委員11人が参加

会議スケジュール等

• 第3回対面TC会議：2025年4月28日〜5月2日(グアダラハラ、メキシコ)

• 第4回対面TC会議：2025年10月24日～26日(ウェリントン、ニュージーランド) 

25日はNZ交通局メンバー参加のワークショップを開催

• このほか、9月と10月にオンラインミーティングを開催

• 第5回対面TC会議：2026年3月11日(シャンベリー、フランス)

ワークショップ(過積載、災害時の物流の役割、混雑課金)を含む

• 第6回対面TC会議：2026年秋 (都市未定、韓国)

• 第7回対面TC会議：2027年3月 (マラケシュ、モロッコ)
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